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１　めざす学校像
	　本校は、平成26年度から「高大連携重点型」工科高校として再出発し、「工学系・大学進学専科」を１クラス設置した。さらに、本年度入学生からは、工科高校のさらなる魅力づくりを踏まえ、学習内容の充実を図るとともに、１クラス35人編成による一層きめ細かな指導を行う。
本校がこれまで培ってきた伝統や教育活動を踏まえ、スローガン（標語）である「生徒が主役！－生徒の力を伸ばし、確かな進路を実現－」を掲げ、ものづくり人材の育成を図るため、育成する生徒像を以下に示す。
１　ものづくりに興味・関心をもち、基礎的・基本的な知識・技能を身に付け、活用できる生徒。
２　自ら課題を見付け出し、思考力・判断力・表現力等を駆使し、チームワークで解決を図ることができる生徒。
３　工業人として高い倫理観と責任感をもち、生涯にわたって人間性の向上に努め、社会や人生に学びを生かそうとする生徒。



２　中期的目標
	１　「確かな学力」の育成と授業改善
（１）授業の質の向上を図り、基礎的・基本的な学力と学習意欲の喚起を促すPDCAサイクルを構築し、授業改善に取り組む。
ア　生徒の実態を把握し、「主体的・対話的で深い学び」の実現を図り、「魅力ある授業」「わかる授業」を推進する。
イ　英語の４技能（「読む・聞く・話す・書く」）をバランス良く指導し、国際的な視野を有する技術者を育成する。
ウ　教員の授業力向上のため、教員・保護者の授業見学や研究授業を行い、授業改善の取組みを推進する。
エ　家庭学習の定着と、読書活動を推進できるように学校図書館機能の充実を図る。
オ　教室の無線LAN整備を図り、ICT授業が促進できる環境整備を整える。
※授業アンケートの質問９（平成29年度80.8％、平成30年度80.3％、令和元年度79.3％、H28～R１平均79.9％）を、令和４年度には82％以上にする。
※学校教育自己診断（生徒）の「授業の工夫等」（平成29年度55.0％、平成30年度48.0％、令和元年度47.5％、H27～R１平均50.0％）を、令和４年度には53％以上にする。
※「高校生のための学びの基礎診断」認定ツールの一つある教育産業の基礎力調査（平成29年度216.3点、平成30年度212.3点、令和元年度209.5点、H27～R１平均212.4点）を、毎年210点以上維持する。
※学校教育自己診断（生徒）の「家庭学習者の増加」（平成29年度26.0％、平成30年度21.5％、令和元年度23.0％、H27～R１平均22.2％）を、令和４年度には25％以上にする。
※学校教育自己診断（生徒）の「図書館機能の充実」（平成29年度62.5％、平成30年度55.0％、令和元年度63.5％、H27～R１平均58.5％）を、令和４年度には60％以上にする。
※学校教育自己診断（生徒）の「ICT機器を活用した授業」（平成29年度54.5％、平成30年度47.5％、令和元年度50.0％、H27～R１平均44.5％）を、令和４年度には55％以上にする。
（２）「ものづくり教育」を通じて、意欲をもって学習に取り組む生徒を育成する。
ア　生徒が望ましい勤労観・職業観を身に付けるため、企業や大学等と連携を行い、キャリア・パスポートを活用したキャリア教育・職業教育の充実を図る。
イ　生徒が様々な資格に挑戦できるよう、日々の学習活動や放課後に指導を行い、頑張る生徒を支援する。
※インターンシップ参加者（平成29年度42名、平成30年度32名、令和元年度35名、H27～R１平均37.6名）を、学級減を踏まえて令和４年度には40名以上にする。
※学校教育自己診断（生徒）の「実習授業満足度」（平成29年度77.5％、平成30年度72.0％、令和元年度71.0％、H27～R１平均74.1％）を、令和４年度には76％以上にする。
※資格取得者の増加を図り、全国工業高等学校長協会（全工協会）で資格取得に応じて点数化されて、その合計点により顕彰されるジュニアマイスター制度を奨励し、ゴールド［Ｇ］・シルバー［Ｓ］・ブロンズ［Ｂ］の取得者（平成29年度Ｇ４・Ｓ８、平成30年度特別１・Ｇ４・Ｓ７・Ｂ２、令和元年度Ｇ３・Ｓ５・Ｂ４、H27～R１平均Ｇ３・Ｓ６、Ｂ３）を、学級減を踏まえて令和４年度には平均以上にする。
２　夢と志をもつ生徒の育成
（１）豊かでたくましい人間性の育成。
　　　　ア　あらゆる教育活動における人権教育と、生徒の発達段階に応じた学年別人権教育の充実を図る。
　　　　イ　いじめ対応や支援教育の充実のために教育相談体制の機動性を高め、学習支援活動の充実を図る。
　　　　ウ　生徒にマナーの向上とルールを厳守させ、問題行動の防止や遅刻件数・転退学率の減少に努める。
　　　　エ　情報リテラシーを育成するため、情報モラルやセキュリティに関する教育の充実を図る。
オ　部活動加入を推奨し、「部活動に係る活動方針」に則った活動と、環境整備や安全対策の強化を図る。
　　　　※学校教育自己診断（生徒）の「人権教育等の充実度」（平成29年度54.0％、平成30年度47.0％、令和元年度55.5％、H27～R１平均49.5％）を、令和４年度には52％以上にする。
※学校教育自己診断（生徒）の「先生の相談対応」（平成29年度60.0％、平成30年度52.0％、令和元年度52.5％、H27～R１平均53.5％）を、令和４年度には55％以上にする。
　　　　※問題行動指導（平成29年度11件・29名、平成30年度７件・16名、令和元年度21件・32名、H27～R１平均12件・28名）を、令和４年度には件数を一桁台にする。
　　　　※遅刻件数（平成29年度3,268件、平成30年度3,761件、令和元年度2,750件、H27～R１平均3,773件）を、令和４年度には2,300件以下にする。
※転退学率（平成29年度2.01％［転学1.06％、退学0.95％］、平成30年度1.82％［転学0.86％、退学0.97％］、令和元年度2.42％［転学1.21％、退学1.21％］、H27～R１平均2.12％［転学1.11％、退学1.01％］）を、令和４年度には1.8％以下にする。
※学校教育自己診断（生徒）の「授業スマホ等のマナー」（平成29年度49.0％、平成30年度57.5％、令和元年度56.5%、H27～R１平均50.3％）を、令和４年度には55％以上にする。
※部活動加入率（平成29年度66.8％、平成30年度64.7％、令和元年度62.4％、H27～R１平均66.1％）を、令和４年度には66％以上にする。
（２）生徒の自己実現に向けた支援を図る。
　　　　ア　進路実現に向けた分掌・学年・教科の連携を深め、生徒の自己実現に向けた指導の充実を図る。
　　　　イ　就職・進学希望者等の多様な進路希望の実現を図るため、きめ細かな進路指導を行う。
ウ　卒業３年後の離職率調査を実施し、就職指導に生かす。
エ　大学進学者への学習状況調査を実施し、進学指導に生かす。
※学校教育自己診断（生徒）の「進路に関する行事の充実」（平成29年度70.0％、平成30年度67.5％、令和元年度65.0％、H27～R１平均66.8％）を、令和４年度には70％以上にする。
※就職一次合格率（平成29年度83.6％［工科平均84.8％］、平成30年度84.9％［工科平均86.1％］、令和元年度86.8％［工科平均86.3％］、H27～R１平均84.0％［工科平均84.1％］）を、毎年工科平均以上にする。
※就職希望者内定率（平成29年度100％［220名］、平成30年度100％［203名］、令和元年度100％［207名］、H27～R１平均100％）
※大学進学希望者実現度（平成29年度98.8％［82/83名］、平成30年度93.6％［44/47名］、令和元年度92.7％［38/41名］、H27～R１平均95.2％）を、令和４年度には共に100％にする。
※３年後の離職率（平成26年度入社24.5％、平成27年度入社23.8％、平成28年度入社29.4％、H24～H28入社平均23.8％）を、令和元年度入社には21％以下にする。
３　信頼される魅力ある学校づくり
（１）広報活動の充実を図り、志願者の安定的確保を図る。
　　　ア　中学校訪問や出前授業、学校説明会の精査・充実を図る。
　　　イ　地域の小・中学校等との連携を深め、工科高校の理解と学校活性化を促進する。
ウ　中学卒業生が減少する中、入学者選抜の志願者倍率を総合募集・工学系ともに１倍以上確保する。
※幼・小・中学校との連携（平成29年度７回、平成30年度７回、令和元年度７回、H28～R１平均6.5回）を、令和４年度には８回以上にする。
※志願倍率（平成29年度［総合］0.88倍［工学］1.63倍、平成30年度［総合］0.96倍［工学］1.28倍、令和元年度［総合］1.02倍［工学］1.48倍、H27～R１平均［総合］0.97倍［工学］1.46倍）を、毎年総合募集・工学系ともに１倍以上確保する。
（２）工業高校生対象の大会等へ参加し、全国大会出場と上位結果をめざす。
　　　　ア　旋盤・電気工事・電子回路組立などものづくり大会へ参加や、課題研究作品をコンテストに応募するなど、全国大会出場や入賞をめざす。
　　　　イ　マイコンカーレース・ロボット相撲大会・パソコン甲子園等に参加し、全国大会出場や入賞をめざす。
　　　　※高校生ものづくり大会旋盤部門（令和元年度近畿大会優勝・全国大会出場（９年ぶり）、H27～R１近畿大会連続出場）を、毎年近畿大会優勝・全国大会出場をめざす。
　　　　※全工協会の高校生技術・アイディアコンテスト全国大会（令和元年度２作品「佳作」、平成30年度２作品「優秀賞」「理事長特別賞」受賞）に課題研究作品を応募し、上位入賞をめざす。
（３）工科高校のさらなる魅力づくりを推進するため、学校組織の改善を図る。
ア　五役会（校長・教頭・首席・指導教諭・事務長）で学校課題を分析・検討し、解決に向けて迅速な対応を図る。
イ　令和４年度に向けたさらなる魅力づくり・学習内容の充実のため、ＰＴを組織して先行する工科高校３校を参考に、計画の策定・運用方法の検討を進める。




【学校教育自己診断の結果と分析・学校運営協議会からの意見】
	学校教育自己診断の結果と分析［令和２年11月実施分］
	学校運営協議会からの意見

	○本校の学校教育自己診断は、昨年度までは１年生と３年生の生徒・保護者及び教職員に対して実施していたが、今年度から全学年の生徒・保護者で実施している。
(以下の数値は、肯定的意見「よく・やや当てはまる」の比率を示す。)

【生徒が主役の学校づくり】
<生徒調査>
・「学校満足度」R２:81.3% (H29:78.5%,H30:77.5%,R１:81.5%)
・「淀工生の自覚と誇り」R２:65.0%
・「学校行事が盛ん」R２:72.3% (H29:82.0%,H30:78.5%,R１:77.0%)
・「部活動が盛ん」R２:82.0% (H29:81.0%,H30:79.0%,R１:75.0%)
※学校に対する満足度は、継続的に高いポイントである。
※全体として１年生のポイントが高く、３年生が減少傾向にある。
<保護者調査>
・「学校満足度」R２:90.3% (H29:92.0%,H30:92.0%,R１:90.5%)
・「教育方針の伝達」R２:75.0% (H29:71.0%,H30:79.0%,R１:75.0%)
・「生徒会活動が盛ん」R２:75.7% (H29:89.5%,H30:88.5%,R１:92.0%)
・「学校行事は楽しく取り組んでいる」R２:80.7%
 (H29:85.5%,H30:87.0%,R１:87.5%)
・「部活動が盛ん」R２:85.6% (H29:91.0%,H30:90.0%,R１:90.0%)
※本校に対する保護者の満足度は、継続して高い水準を維持している。
※生徒会活動や学校行事は、コロナ禍で中止や縮小を行ったため、満足度が低下したのではないかと思わる。
<教員調査>
・「学校行事の工夫・改善」　R２:62.3% (H29:78%,H30:72%,R１:70%)
・「部活動の工夫」　　　　　R２:69.8% (H29:79%,H30:82%,R１:79%)
※今年度の結果は、生徒・保護者の結果と同様、コロナ禍で学校行事や部活動の工夫等が低下している。
※80時間以上の時間外勤務者もいることから、部活動を含めて効率的で効果的な指導法の工夫・改善に取り組む必要がある。

【学習指導】
<生徒調査>
・「授業に意欲的参加」R２:70.6% (H29:66.0%,H30:63.5%,R１:64.5%)
・「実験・実習が興味深い」R２:77.4% (H29:77.0%,H30:72.5%,R１:71.0%)
・「資格取得に熱心」R２:65.9% (H29:60.5%,H30:56.0%,R１:59.5%)
・「家庭学習の実行」R２:19.6% (H29:26.5%,H30:21.5%,R１:23.0%)
※授業参加・資格取得は、もう少しモチベーションを上げる工夫が必要である。
※工科高校の実技科目は、継続的に高いポイントである。
※家庭学習に大きな課題が残り、家庭学習の習慣付けと校内での指導の
工夫を再検討する必要がある。
<保護者調査>
・「資格取得に熱心」R２:86.7% (H29:87.5%,H30:83.0%,R１:87.0%)
・「授業はわかりやすく楽しいと聞く」R２:60.7%
 (H29:57.0%,H30:64.0%,R１:52.0%)
・「テスト以外の学習評価も行っていると思う」R２:70.0%
 (H29:68.0%,H30:70.0%,R１:69.5%)
※保護者と生徒の調査結果を対比すると、全体的に保護者の方が高いポイントであるが、保護者・生徒ともにポイントを上げる工夫が必要である。
<教員調査>
・「教材の精選・工夫」　　　　R２:73.6% (H29:79%,H30:76%,R１:72%)
・「指導方法の工夫・改善」　　R２:77.4% (H29:87%,H30:80%,R１:77%)
・「思考力重視の学習指導」　　R２:52.8% (H29:52%,H30:52%,R１:45%)
・「学習意欲に応じた工夫」　　R２:67.9% (H29:69%,H30:66%,R１:70%)
※様々な工夫・改善を行っているが、年々減少傾向である。思考力の育成が課題であり、積極的なICT活用やPBLの導入を控え、組織的な授業改善や学習指導に一層努めたい。

【生徒指導】
<生徒調査>
・「授業中の携帯電話のマナ厳守」R２:70.5%
 (H29:49.0%,H30:57.5%,R１:56.5%)
・「服装や頭髪などのルール・マナー厳守」R２:71.9%
 　(H29:72.0%,H30:64.5%,R１:66.0%)
・「いじめ対応」R２:48.7% (H29,H30とも調査なし,R１:50.0%)
※携帯電話のマナー向上結果は、今年度から授業中に携帯電話をカバンに入れる指導を行った結果であり、それ以外のルール・マナーについても、教職員の組織的な取組みで向上をめざす必要がある。
※「いじめ対応」では、[わからない]と回答した生徒が平均36.4%あり、相談窓口の周知等をさらに行う必要がある。
<保護者調査>
・「生徒指導方針」R２:67.9% (H29:55.0%,H30:73.0%,R１:73.0%)
・「いじめ対応」R２:49.5% (H29,H30とも調査なし,R１:51.5%)
※生徒指導方針の更なる周知が必要である。
※「いじめ対応」については、[わからない]と回答した保護者が平均40.5%あり、生徒と同様に相談窓口の周知等をさらに行う必要がある。
<教員調査>
・「生徒指導の組織的取組み」　　R２:62.3% (H29:63%,H30:56%,R１:53%)
・「カウンセリングマインドによる指導」　R２:66.1%
(H29:54%,H30:58%,R１:61%)
・「教育相談体制の整備・充実」　R２:90.6%(H29:75%,H30:76%,R１:79%)
・「いじめ対応が迅速」　R２:79.3%( H29,H30とも調査なし,R１:53%)
※校内の組織的な対応やカウンセリングマインドの醸成を、今後さらに高めていく必要がある。

【進路指導】
<生徒調査>
・「HRで進路や生き方を考える機会が多い」R２:47.9%
 (H29:50.5%,H30:51.0%,R１:45.5%)
・「進路に備えた行事が充実」R２:72.0%
 (H29:70.0%,H30:67.5%,R１:65.0%)
※HRにおける進路指導やキャリア教育、及び進路行事をより一層の充実が必要である。
<保護者調査>
・「進路の適切な指導」R２:83.3% (H29:76.5%,H30:73.0%,R１:85.0%)
※進路指導のポイントは、学年進行とともに向上している。適切な進路指導について、さらに向上させていく必要がある。
<教員調査>
・「系統的なキャリア教育の実施」R２:73.6% (H29:80%,H30:68%,R１:77%)
※生徒のHRに関する結果を踏まえ、進路指導部と学年団による協議を行い、学年ごとのHR計画を再検討する必要がある。
	＜第１回　令和２年７月20日実施＞
令和２年度　学校経営計画について
(１)２　中期目標
［質問］ICT機器を活用した授業でなかなか満足度が上がらない。無線LANの整備等はどうなっているのか。
【回答】GIGAスクール構想により、HR教室にLAN工事、無線APを年度内に設置。
 ［質問］志願者倍率は総合と工学とでかなりの差が出ている。総合のクラス数を減らし、工学のクラスを増やしてバランスを取ることはできないか。 
【回答】学校では判断できない。工科高校における人材育成の重点化により工学系が１クラス設置された経緯があり、府教育庁の判断が必要である。
(２)３　本年度の取組内容及び自己評価
１　確かな学力に育成
［質問］学校教育自己診断「ICT機器を使用した･･･」について工学の生徒であればもっと満足度が高いように思えるが、約50％と低い理由を知りたい。
【回答】昨年度まではHR教室にプロジェクターがなかった結果であると予測している。今年度、新型コロナ対策学校再開支援事業費で、全HRクラス（22教室）にプロジェクターを設置したので、今年度以降からの満足度が上がるのではないかと期待している。
２　夢と志をもつ生徒の育成
［質問］今後、大学進学時に卒業生が困らないように、どのような点をどう強化するかの目標付けが重要と考えるがどうか。
【回答】２年前から、大学進学した卒業生に対して、大学での学習状況について調査を行い、生徒への啓発や教員への報告を実施し、進学指導の参考にしてもらっている。今後も継続して調査を行い、経年変化を確認し、指導の参考にしていきたい。
３　信頼される魅力ある学校づくり
［質問］教員数や出張旅費等、課題はあると思われるが、中学校訪問数についてもう少し増やす余地があるのではないか。塾へのPRも検討してはどうか。
【回答】今年度は、コロナ禍で中学校訪問数は中止した。塾へのPRは、志願者数を参考に今後検討していきたい。
◆全体を通してお気づきになられた点など
［質問］10月の学校見学会も現在の第２波感染状況が続くと難しいと思われる。これらに代替する何らかの活動は検討されているか。
【回答】今年度の学校見学会については、人数を減らして午前・午後の２部制とし、密を避ける形で実施している。

＜第２回　令和２年12月15日実施＞
１　確かな学力に育成
[質問］「魅力ある授業」、「わかる授業」を推進するため、具体的にどのようなアクションを取っているのか。 
【回答】知識を高めるため一方向の授業も含め、対話的で協動的に深い学びにつなげていけるようにしている。現在は、各教員個人で授業改善に取り組んでいる状況である。
[質問] 授業アンケートなどで、生徒に不満点などを記入させて活用すれば、授業改善につながるのではないか。
【回答】授業アンケートでは、質問事項に対して自由記入欄を入れている。自由記入の内容は、先生個人にフィードバックして授業改善につなげてもらうよう啓発している。
[質問] 公開研究授業や授業見学では、その結果をどのように活用しているのか。 無記名のアンケートなどで教員へのフィードバックが必要ではないか。
【回答】参加した教員へアンケートを取り、本人へのフィードバックと研究協議を行っている。授業見学週間での見学は、担当教員が見学した教員個別に感想を聞いたり感想を書いたり問もらったりして、その結果を基に授業改善に取り組んでいる。
[質問] キャリア・パスポートの内容と実施方法を教えて欲しい。
【回答】淀工版キャリア・パスポートは、１年生は年度当初の(学)「キャリアガイダンス」で説明を行い、２，３年生はＬＨＲで「テーマ：見通しを立てる」で説明して記入させた。なお、年度末には全学年のＬＨＲで「テーマ：振り返り」を実施予定である。
２　夢と志をもつ生徒の育成
[質問] 大学進学希望者実現度が平成29年度から低下気味であるが、この理由は何か。分母の人数が年々減少していることと関係があるのか。
【回答】評価指標が平成29年度までは進学希望者実現度であり、平成30年度以降は大学進学希望者実現度に変更しているためであり、よって人数の開きがある。
[質問] 本年度はインターンシップがコロナ禍で中止となったが、この悪影響が出ないか心配である。何か代替のイベントを遠隔で出来ないか。
【回答】インターンシップは２年生が中心であり、就職等に悪影響が出るとすれば来年度となるので、その件も検証したい。また、代替の関しては、府立学校のネットワーク環境において、大勢でのオンライン会議が難しい状況であるが、いずれ解消される予定である。
[質問] 大学進学者への学習状況調査では、数Ⅲ、物理、英語が課題であると判ったが、
これに対する具体的な対策は何か検討しているのか。
【回答】担当教科への伝達、個別の学習指導、夏期・冬期の講習会等でさらなる指導・啓発を依頼しているのが現状である。
[質問] 教育相談室の利用状況を拝見したが、「教育相談」にしっかり取り組んでいることがよくわかり素晴らしい。組織としてどのような人員配置等をしているのか。
【回答】校務分掌の生徒指導部内に教育相談係を設け、専任の教員を３名配置し、個別に教育相談室を設けて常駐している。
[質問]将来検討委員会の開催回数が少ないように感じる。委員会の検討課題について差し支えない範囲で教えて欲しい。
【回答】コロナ禍で府教育庁との会議が遅れている。今後、学校の目標、どのような生徒を育てるのか、学校の特色の強化、特色を強化しながらPBLをカリキュラムに落とし込み、社会につながる人材育成をする。今後、学校のビジョンを明確にして中学生へのＰＲチラシの作成、予算要求、令和４年度入学生に向け教員全体へ周知し全体で取り組めるよう進めていく。
◆全体を通して、お気づきになられた点など
[質問] 実習等で作成している物を利用して、何か商品化できないか。
【回答】工業製品にはPL法（製造物責任法）があり、学校が損害賠償の責任を負うことについてはハードルが高い。また、商品化には企業とのコラボも必要となるため、様々な課題を克服する必要がある。

＜第３回　令和３年2月25日実施＞
１　確かな学力に育成
［質問］「家庭学習者の増加」が目標よりも低下しR１よりも低下したが、この原因としてコロナの影響が関係いているのか。
【回答】現在、家庭学習を促しても、家庭で行わず学校の空き時間に行うケースがほとんどで、担当教員も苦慮しているところである。R３の９月までには生徒一人１台の情報端末が配備される予定であり、家庭学習での活用も含めた利用も検討したい。
［質問］公開研究授業や授業見学では「こうしたらもっと良くなるといった」といった改善点の提案を無記名で記入してもらい、フィードバックしたらより改善されると思う。
【回答】次年度の見学の際の参考にしたい。
［質問］	英語のGTEC結果では２年、３年ともにリスニングとライティングの判定がA1.2と低く改善の必要がある。IT環境の整備でリスニングの機会を増やせないか。
【回答】R３の９月までには生徒一人１台の情報端末が配備される予定であり、どのような活用が有効的かも含めて検討したい。
２　夢と志をもつ生徒の育成
[質問]大学進学者への調査では、普通科に比べて「数学、物理は圧倒的に理解力に差がある」という結果は重要である。卒業生の意見を踏まえた改善策をどうするのか。
【回答】工科高校は、工業科目を３年間で最低25単位を行う必要がある。工学系の工業科目は最低の25単位。数学・物理は、平均的な普通科高校と比較しても単位数は遜色がない。補習の実施や予備校での学習等で学習の差が出るのではと思われる。
［質問］「先生の相談対応」の数値が下降したのは気になる。
【回答】本項目の問いは、今年度は「いじめ相談」の設問に限定したため、結果が低下したと予想される。来年度は、設問の内容を検討する予定である。
［質問］就職一次合格率が工科高校で最下位ということですが、原因についてどのように分析されているか。
【回答】本校は、大手の企業へ挑戦する生徒が多く、生徒の希望を優先するため、複数枠を最大限に利用してチャレンジさせている。特に今年度は、本校から複数応募したときに合格者を絞られる傾向にあったので、その結果を踏まえて来年度に生かしたい。
３　信頼される魅力ある学校づくり
［質問］工科高校のさらなる魅力づくり・学習内容の充実を推進するためのPT会議等での検討内容の具現化が急務である。今後、PT会議等での議論、進捗状況等について、報告いただきたい。
【回答】令和４年度の工科高校改編に伴い、課題解決型学習(PBL)の導入を踏まえて１年生からカリキュラムを検討する予定である。PT会議の結果は中学生・保護者へ向けて発信していく予定であり、進捗状況は委員の皆様へも報告する。
［質問］同じ大会に出場し続けるのは大切と思うが、少しずつ、他の物作りに準ずる大会にも出場する準備は出来ないか。
【回答】ものづくりの大会ではないが、３年生の課題研究で産学連携や地域と連携してものづくりできないか検討中である。
［質問］R３では入試倍率が工学系で急減したがなぜか。
【回答】３回目に示したデータは、１月の進路希望調査結果である。毎年工学系の進路希望調査は、約１倍前後を推移しており、実際の入試倍率は１倍を大きく上回る結果となる。よって、現時点での結果は大きく変動すると予想している。
令和３年度　学校経営計画(案)について
中期的目標
[質問]R３では、情報リテラシーの項目が見当たらない。SNS上で様々なトラブルが生起している社会状況を鑑みると、残しておいてもよいのではないか。
【回答】R３は情報リテラシーの項目を削除した。理由は、常に座学や実習の場面で啓発しており、R２までの状況を踏まえて特に評価項目にする必要ないと判断した。
［質問］授業満足度の向上は重要であるが、PDCAサイクルを回すには　自由記述欄などで、授業の不満の記入を促し改善につなげる必要がある。
【回答】授業アンケートでは、生徒の自由記述は取っている。さらに、その結果は担当教員ごとに配付し、授業改善に生かすよう促している。
［質問］家庭学習者の増加や図書館機能の充実については意欲的な目標が掲げられているが、どのようにして増加するのかといった手段を教えて欲しい。
【回答】家庭学習の増加については、上記のQ&Aを参照して欲しい。
　図書館機能の充実については、国語科の指導が大きく影響している。よって、国語科教員に依頼して、目標に向けた取組みを依頼する予定である。
［質問］GTECテストでトータルスコアを上げるためには２年、３年ともに評価の低かったリスニングとライティングについて、意図的に強化するべきではないか。
【回答】GTECの結果は、英語科教員が１番よく分かっているので、質問内容を伝え、改善策を検討するよう促す。
◆全体を通して、お気づきになられた点など
[質問]目標として意欲的な数値を上げている項目があるが、外れる可能性があるとしてもどのような手段でそれを達成するつもりなのか。
【回答】手段としては、教職員が学校経営計画に掲げた目標に対して、どのように取り組むかを自己申告票で示し、それを校長面談で指導・助言して目標を確定し、１年間取り組んでもらうシステムを活用して目標達成するよう行う予定である。



３　本年度の取組内容及び自己評価
	中期的
目標
	今年度の重点目標
	具体的な取組計画・内容
	評価指標
	自己評価

	１　「確かな学力」の育成と授業改善
	(1)学力の定着と、授業改善
ア　「魅力ある授業」「わかる授業」の推進
イ　英語の４技能指導による技術者の育成
ウ　教員・保護者の授業見学や研究授業等による授業
エ　家庭学習と学校図書館機能の充実
オ　無線LAN整備とICT授業の促進































(2)ものづくり教育による生徒育成
ア　キャリア教育・職業教育の充実
イ　資格取得への支援

	(1)
ア・「主体的・対話的で深い学び」の実現を図り、「魅力ある授業」「わかる授業」を推進する。
・基礎学力調査等による生徒学力定点観測・分析を行い、教科指導に生かす。
イ・１，２年生で英語学力調査を実施し、４技能の分析を行い、英語教育の指導に生かす。
ウ・教科ごとの公開研究授業を実施。教員・保護者の授業見学、授業改善の取組みを進める。
エ・家庭学習の定着とともに、学校図書館機能の充実を図る。
オ・教室の無線LAN整備を図り、ICT授業の促進を図る。




























(2)
ア・企業や大学等の連携を行い、授業・HR等においてキャリア・パスポートを活用したキャリア教育・職業教育の充実を図る。
イ・様々な資格取得を組織的に進め、生徒の付加価値を高める。

	(1)
ア・授業アンケートの質問９「授業満足度」81%以上
(R１:79.3％)
　・学校教育自己診断「授業の工夫等」平均51%以上
(R１平均47.5%：１年52%、３年43%)
　・生徒の経年値学力の変化検証
入学時の教育産業の基礎力調査（国数英）の平均計210点以上
（R１合計209.5点：国71.2点、数69.0点、英69.4点）
イ・英語学力調査の結果から、課題と経年値を把握し、指導の見直しを図る
　　（R１の１年：総合３級受験ﾚﾍﾞﾙ、聞く⇒３級ﾚﾍﾞﾙ、読む・話す⇒４級ﾚﾍﾞﾙ、書く⇒３級受験ﾚﾍﾞﾙ）
ウ・授業見学１人２回以上
　　（R１:６・10月授業週間で見学［教員・保護者対象］）
・新採・10年研の研究授業実施
（R１:10月授業週間で実施）
エ・学校教育自己診断「家庭学習者の増加」平均24%以上
(R１平均23.0%：１年20%、３年26%)
　・学校教育自己診断「図書館機能の充実」平均59%以上
(R１平均63.5%：１年75%、３年52%)
オ・学校教育自己診断「ICT機器を活用した授業」平均53%以上
(R１平均50.0%：１年51%、３年49%)

(2)
ア・インターンシップ参加者数：35名以上
(R１:35名)
・学校教育自己診断「実習授業満足度」平均74%以上
(R１平均71.0%：１年75%、３年67%)
イ・ｼﾞｭﾆｱﾏｲｽﾀｰ：R１取得者数からの増加
(R１:G３,S５,B４)
	(1)
ア・授業アンケート「授業満足度」結果
　　82.2%（１回目81.8%、２回目82.5%）（○）
　　
・学校教育自己診断「授業の工夫等」結果
　55.9%（１年71.2%、２年47.9%、３年48.6%）
（◎）
・１年入学時の平均点 211.5点（○）
　（国語 73.4点　数学 68.7点　英語 69.4点）





イ・語彙力の強化、Data Base 3000(単語・熟語)を１年生で全員購入。年度末に単語コンテスト（今年度は、テスト形式）で実施
　  (１年生は独自スピーキングテストを実施。
６つ観点を４段階で評価。①声量3.0、②発音正確3.0、③言語的正確2.3、④語彙量2.4、⑤談話能力2.8、⑥意欲3.0、平均2.75
　　２，３年生はGTEC４技能調査を実施。４技能トータルは共に「A1.2」、スピーキングは共に「A1.3」)（○）
ウ・授業見学、６月コロナ禍で未実施、11月実施
　　全員２回以上は未達成（△）
[見学未実施21人/76人、見学平均4.8回] 
　　保護者見学　申込み42名、参加32名
　・研究授業２名、11月実施済み（○）
エ・学校教育自己診断「家庭学習者の増加」結果
19.7%（１年19.9%、２年19.2%、３年19.9%） 
（△）
　・学校教育自己診断「図書館機能の充実」結果
65.5%（１年75.8%、２年67.5%、３年53.2%）
（◎）
オ・学校教育自己診断「ICT機器を活用した授業」結果　63.9%（１年71.2%、２年63.8%、３年56.7%）（◎）


（2）
ア・インターンシップ：コロナ禍で中止（－）

・学校教育自己診断「実習授業満足度」結果
77.4%（１年85.6%、２年71.3%、３年75.2%）
（◎）

イ・ジュニアマイスター
　特２、G２、S４、B６（○）

	２　夢と志をもつ生徒の育成
	(1)豊かでたくましい人間性の育成
ア　人権教育の充実
イ　教育相談体制の充実
ウ　マナー向上とルール厳守、問題行動の防止や遅刻件数・転退学率の減少
エ　情報モラルやセキュリティの啓発
オ　部活動の振興







(2)生徒の自己実現の支援
ア　進路実現に向けた指導の充実
イ　進路希望の実現
ウ　離職率調査の実施
エ　大学進学者に対する学習状況調査の実施
	(1)
ア・人権講演会や人権HRを実施し、合理的配慮を踏まえた「ともに学び、ともに生きる」教育を推進し、共生社会を学ぶ。
イ・支援教育コーディネーターを中心に関係教員の連携を強化し、教員による相談対応の充実を図る。
ウ・集会時や日々の学校生活におけて啓発を行い、問題行動の防止に努める。
　・基本的な生活習慣を身に付けさせ、遅刻件数の減少を図る。
・きめ細かな生徒指導、学習指導により転退学率の減少を図る。
エ・情報に関する授業での指導と、集会での講和や１年宿泊学習並びに各学年HRでの外部講師による啓発等を行う。
オ・部活動加入を促進し、「部活動に係る活動方針」に則った効率的な活動を図り、活気ある高校生活を送れるよう、環境整備や安全対策の強化を図る。

(2)
ア・生徒の自己実現に向けた取組みを支援するため、進路に関する指導の充実を図る。
　・就職一次合格率の向上を図る。
イ・就職希望者の進路実現に向け、きめ細かな就職指導を行う。
・大学等進学希望者の進路実現に向け、きめ細かな進学指導を行う。
ウ・卒業３年後の離職率調査を継続し、就職指導に生かす。
エ・大学進学者への学習状況調査を継続実施し、進学指導に生かす。
	(1)
ア・学校教育自己診断「人権教育等の充実度」平均50%以上
(R１平均55.5%：１年65%、３年46%)
イ・学校教育自己診断「先生の相談対応」平均53%以上
(R１平均52.5%：１年59%、３年46%)
ウ・問題行動指導：件数一桁台(R１:21件・32名) 
　・遅刻件数：2,500件以下
(R１:2,750件) 
　・転退学率：2.0%以下
(R１:2.42%)
エ・情報リテラシーの育成：各学年で実施
(R１:全学年実施)
オ・部活動加入率：64%以上
(R１:62.4%)

(2)
ア・学校教育自己診断「進路に関する行事の充実」平均68%以上
(R１平均65.0%：１年73%、３年57%)
　・就職一次合格率：工科平均以上
(R１:86.8%、工科平均86.3%)
イ・就職希望者内定率：100%
(R１:就職100%)
　・大学進学希望者実現度：100%
(R１:進学92.7%)
ウ・離職率：23.0%以下
(H30:29.4%、回収率99.1%)
エ・大学進学者への調査、課題の分析
(R１回収率：34.8%)
　　　課　題⇒数Ⅲ・物理・英
語
優位性⇒工業の技術・知識、レポート作成、プレゼン能力
	(1)
ア・学校教育自己診断「人権教育等の充実度」結果
52.5%（１年49.6%、２年59.2%、３年48.6%）
（〇）

イ・学校教育自己診断「先生の相談対応」
　　設問を「いじめ対応」に集約した結果
48.7%（１年50.9%、２年49.4%、３年45.8%）
（△）
ウ・９件（○）
・遅刻件数：2,139件（◎）
・転退学率：1.46%（◎）
　　（退学６名、転学６名）
　・学校教育自己診断「スマホマナー」
　　70.5%（１年81.4%、２年66.0%、３年64.2%）
エ・各学年ＨＲで実施済み（○）
オ・部活動加入率：68.7％（◎）
　　　運動部：28.8％
　　　文化部＋同好会：39.9％
(2)
ア・学校教育自己診断「進路に関する行事の充実」
結果　72.0%（１年82.2%、２年67.2%、３年66.7%）（◎）
・就職一次合格率：74.5%（140/188）
工科平均82.1%
工科一次合格率の順位は最下位（△）

イ・就職希望者内定率：100%（190/190）（○）
　・大学進学希望者実現度：95.7%（45/47）（△）

ウ・離職率：25.8%（55/213）
回収率100%（△）

エ・回収率：39.1%（36/92）（○）
　　課題⇒数Ⅲ・物理・英語
　　　　　普通科に比べて、数学・物理は圧倒的に理解力に差がある
　　優位性⇒資格取得、実技・専門科目の知識、レポート作成能力、CAD製図、情報関連知識

	３　信頼される魅力ある学校づくり
	(1)広報活動と志願者確保
ア　広報活動の精査・充実
イ　地域との連携と学校活性化
ウ　志願者倍率の確保








(2)工業高校生対象の大会等への参加と結果
ア　ものづくり大会等への参加と結果
イ　マイコン利用した大会への参加と結果








(3)さらなる魅力づくりと学校組織の改善
ア　学校課題の対応と迅速な実行
イ　学校改編に向けた取組み
ウ　教職員の働き方改革の促進
	(1)
ア・中学校訪問や出前授業、学校説明会の精査・充実を図る。
イ・地域の小・中学校との連携を深め、工科高校の理解と学校活性化を促進する。
ウ・様々な機会を捉えて学校ＰＲを行い、入学者選抜の志願者を確保する。







(2)
ア・学習成果の場として、ものづくり大会やコンテスト等へ参加し、上位入賞をめざす。
イ・マイコンを利用したマイコンカーレース・ロボット相撲・パソコン甲子園等へ参加し、上位入賞をめざす。










(3)
ア・五役会（校長・教頭・首席・指導教諭・事務長）で学校課題を分析・検討し、解決に向けて迅速な対応を図る。
イ・工科高校のさらなる魅力づくり・学習内容の充実を推進するため、ＰＴを組織して今後の検討に入る。
ウ・労働安全衛生委員会を活性化させ、教職員の働き方改革の促進を図り、時間外勤務時間の縮減を図る。
	(1)
ア・中学校訪問(R１:45校)、出前授業(R１:6校)、学校説明会(R１:24件)の精査・充実
イ・幼・小・中学校との連携：７回以上
(R１：７回) 
ウ・志願者倍率：１倍以上
(R１:［全体］1.08倍［総合］1.02倍、［工学］1.46倍) 


(2)
ア・ものづくり大会やコンテスト等の成果
(R１:旋盤が近畿優勝・全国出場、課題研究２作品が高校生技術・ｱｲﾃﾞｨｱｺﾝﾃｽﾄ全国大会で佳作を受賞)
イ・マイコンカー、ロボット相撲・パソコン甲子園等の成果
(R１:マイコンカー全国出場、ロボット相撲が全国ベスト８、パソコン甲子園モバイル部門は本選進めず)

(3)
ア・五役会での課題解決に向けた対応
イ・学校改革への取組み：将来検討委員会等の回数
　　（R１:１回）
ウ・労働安全衛生委員会の回数、時間外勤務時間の縮減、啓発
　　（R１:委員会７回、時間外80時間以上19名）
	(1)
ア・中学校訪問：実施せず
　　出前授業：１校、学校説明会：13件
コロナ禍で実施が難しかった（－）
イ・幼・小・中学校との連携：幼・中と各１回実施
コロナ禍で実施が難しかった（－）

ウ・志願者倍率：志願者219名/募集210　倍率1.04（○）
　　総合志願者159名/募集175　倍率0.91
　　工学志願者  60名/募集 35　倍率1.71

(2)
ア・高校生ものづくりコンテスト：中止
　　高校生技術・ｱｲﾃﾞｨｱｺﾝﾃｽﾄ全国大会：課題研究１作品が本審査通過し「佳作」受賞
コロナ禍で実施が難しかった（－）

イ・高校生マイコンカーラリー：中止
　　高校生ロボット相撲大会：中止
パソコン甲子園モバイル部門
⇒　本選出場、上位入賞ならず
コロナ禍で実施が難しかった（－）




(3)
ア・五役会：週１回実施（○）

イ・将来検討委員会等：高校再編整備関連４回、校務分掌関連１回、計５回実施（○）

ウ・労働安全衛生委員会：月１回実施
　　時間外勤務時間：80時間以上10名（◎）
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